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概要

マリーンIBA（Marine Important Bird and Biodiversity Areas）とは、海鳥の重要野鳥生息地のことです。
海洋における食物連鎖の上位に位置する海鳥を指標とすることで、生物多様性や環境保全において重要な海域を
選定しています。
マリーンIBAの選定は、海鳥と海洋双方の保全に貢献することを目的としています。
日本の27ヶ所の海域をマリーンIBAとして指定しています。

（（公財）日本野鳥の会のホームページより抜粋）１. マリーンIBA（マリーンアイビーエー）
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［北海道のマリーンIBA］

（（公財）日本野鳥の会及び環境省のホームページより抜粋）

濃い青色の海域は各区域にあるマリーンIBAを示しています。
グレーの海域は他の区域に情報があるマリーンIBAを示しています。
表の中の地名は、選定に用いられた海鳥の繁殖コロニーがある地域を示して
おり、クリックをすると各繁殖コロニーがある地域の情報を見ることができます。

［マリーンIBA白書 公益財団法人日本野鳥の会（EADAS）］

拡大 拡大
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１. マリーンIBA（マリーンアイビーエー）



概要

水資源保全地域とは、水資源保全地域に係る適正な土地利用の確保に関する基本的な指針に沿って、公共の
用に供する水源に係る取水地点（地表水若しくは地下水から原水を取り入れる施設が設置されている地点又は
その設置が予定されている地点をいう。）及びその周辺の区域（国有地を除く。）であって、当該区域における土地
の所有又は利用の状況を勘案して水資源の保全のために特に適正な土地利用の確保を図る必要があると認める
ものを、当該区域が所在する市町村の長の提案に基づき、道知事が水資源保全地域として指定した地域のことです。
（北海道水資源の保全に関する条例第17条第１項）。

（北海道のホームページより抜粋）

水資源保全地域内の土地に関する権利の移転等の届出

水資源保全地域内の土地について、土地に関する所有権若しくは地上権その他の規則で定める使用及び収益を
目的とする権利又はこれらの権利の取得を目的とする権利を有している者は、当該土地に関する権利の移転又は
設定をする契約を締結しようとする場合には、当該土地売買等の契約を締結する日の３月前までに、規則で定める
ところにより、知事に届け出なければならない。（北海道水資源の保全に関する条例第20条第１項） 。
知事は、第20条第１項の規定に違反して、届出をせず、又は虚偽の届出をした者に対し、相当の期間を定めて、
届出をすべきこと又はその届出の内容を是正すべきことを勧告することができる。 （北海道水資源の保全に関する
条例第22条第１項）

２. 水資源保全地域
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［水資源保全地域指定地番等一覧表］

（北海道及び市町村のホームページより抜粋）

［各市町村HP内の表示］
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２. 水資源保全地域



概要

身近な自然地域とは、都市近郊の樹林地、水辺、原野等居住地域環境
に比較的近く存在し、地域の住民が健康で快適な日常生活を営む上で貴重
な存在となっているような自然の地域のことです。

身近な自然地域の考え方

「身近な自然地域」は、日常生活に密接に関連する身のまわりの自然で
あり、単独で目をひくことは少ないが、全体として地域の風土や生活環境の
構成要素として重要な役割をもつものである。
居住地周辺に存在する「身近な自然地域」は、本道に大規模かつ広範に
残された「すぐれた自然地域」とともに、高い自然性を誇る本道の自然環境を
構成する要素として、また多様な生物が生息できる地域として重要な位置を
占めるものである。
「身近な自然地域」は、「すぐれた自然地域」とは異なり、特に自然
環境に関する各種データを積み重ねて科学的・客観的に抽出した
ものではなく、一定の基準の下に、住民の主観的な意識に基づいて
道内各市町村により推薦された地域から選定したものである。
「身近な自然地域」は「すぐれた自然地域」のように、保全水準

を設定して要素の評価を行うといった性格のものではない。

（北海道自然環境保全指針より抜粋）

［既存法令の指定区域を区分けした
イメージ図］

中略

３. 身近な自然地域
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［地域トータル図］

（北海道自然環境保全指針より抜粋）

［身近な自然地域一覧］

（以下省略）
○ 区域詳細の図面は見つかりませんでした

○ EADASには、身近な自然地域の記載がありませんでした
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緑の回廊とは、希少な野生生物の生育・生息地等を保護・管理する保護林を中心にネットワークを形成し、野生生
物の移動経路を確保することで、より広範かつ効果的な森林生態系の保全を図ることとして、国有林野事業により設
定されたものです。
緑の回廊では、分断された個体群の保全と個体群の遺伝的多様性の確保、生物多様性を保全するはたらきを発
揮させるため、緑の回廊としてのはたらきを発揮するのにふさわしい森林については、適切にその維持を図り、森林整備
の必要がある場合には、植生の状態に応じて、下層植生を発達させたり、裸地化の抑制を図り、緑の回廊全体として、
針葉樹や広葉樹に極端に偏らない樹種構成、林齢、樹冠層等の多様化を図るための森林施業を実施することとして
います。
また、緑の回廊においては、野生生物の移動実態や森林施業との因果関係等を把握するため、モニタリングに努め、
その結果を緑の回廊の設定及び取扱いに適切に反映させることとしています。

概要

（林野庁のホームページ及び「緑の回廊」の設定方針より抜粋）

緑の回廊については、原則として林地の開発を行わないこととする。
ただし、公用、公共用など公益性の高いものについては、設定趣旨を十分に踏まえ、「着目する野生動植物種」にお
ける内容を十分に考慮し、当該緑の回廊への影響度合いや動物の移動経路の確保、事故防止対策などの設定趣
旨を十分に踏まえ、慎重に対応する。（「緑の回廊」の設定方針３（２））
ただし、緑の回廊の設定方針で運用されているため、法的な根拠をもって規制しているわけではありません。

取扱いの方針

４. 緑の回廊
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［林野庁北海道森林管理局のHP］

（林野庁及び環境省のホームページより抜粋）

拡大

［国土交通省「国土数値情報（国有林野）令和元年度」
と林野庁ホームページ「緑の回廊」 「緑の回廊設定状況」
（令和2年7月20日時点）（EADAS）］

拡大
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４. 緑の回廊


